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1　 は じめ に

　今 H の 高度 に情 報化 され た社 会 に お い て ，た と え ば，米 国の 数 理科 学の 国際評価 に 関す る ヒ

級評 価委員会報 告 （1999 年 3 月） （通称 ，オ ドム レ ポ ー ト） に お い て
，

「科学技 術 の 様 々 な領

域 ，特 に 生 物学 ，通信 ， コ ン ピ ュ
ータ にお い て ，根源 的 な変化 （fundamental 　changes ） が生

じて お り， これ らは新 し い 数 学 な しに は解決 で きな い 重 要な 問題 を伴 っ て い る 」 と報告 され て

い る ［1］よ うに ， 将 来必 要 と され る新 しい 数 学の 発展 と応 用 ， そ して そ の た め の 教 育が 求 め られ

る よ うにな っ た ．米 国で は ， 2000 年 に 令米数学教 師協議会 に よ る初等・中等数学教育に っ い て

の 新 し い カ リキ ュ ラ ム の ガ イ ドラ イ ン ・ス タ ン ダ
ー

ド 2000 が 発表 され た ．米国以外 の 多 くの

い わゆ る先進 諸 国 も同 様 に ， 時代 の 変化 に 対 応 した 新 しい 数 学教 育カ リキ ュ ラ ム を 提 案 し，改

革を行 っ て きて い る ，そ こ で は ， 従来 の 数 学教 育の 枠組 み と し て の 代 数 ・幾何 ・解 析以外 に，

数理 的応用 を重 視 した 「統計 と確率」 が 重要 な
一・

つ の 柱 とな っ て い る，

　
一

方 我 が 国に お い て ，藤 田 （2007 ） は ，中等教 育 の 数 学 の あ る べ き内容 に つ い て ， 「数 学 の

応 用 が ， コ ン ピ ュ
ー

タ利 用 を
一
般 的 な 前提 と し て 深化 ・多様 化 し て い る ．そ うし て ，生 徒 た ち

が参 入 す る 専門分野 あ る い は 生活 の 場 に お け る 数学 の 役 割 は 各種 の コ ン ピ ュ
ータ 利用 を前提 と

し た 情報化 時代 の それ で あ る．」 と し て ，数学者 ・河 出敬義 が 提 唱 し た数 学教 育 の 三 原 則 ：ユ
ー

ク リ ッ ド幾何 ， 微 積 分法 ， 公 理 的規代数 学 　に数 理 科 学 を 追加す る こ とを提 案 し て い る ［21．諸

外 国 と比 較 して 我が 国の 数学 教育 の 新 しい 展 開 は か な り立 ち遅 れ て い る ．2007 年度発 表 され た

新 学習指 導要領 の もとで ，統 計 を含 む新 し い 数 学教 育は 2009 年 度 か ら前倒 しで ス ター トした

が ，そ の た め の 教科書や 教 師教 育に つ い て は こ れ か らで あ る ．時代 に即 した新 し い 統 計教育の

実際 に つ い て ， 今 ま さに各 方面 で議 論 が開始 され た と こ ろで あ る ．

　 本 論文 に お い て ，
フ ィ ン ラ ン ドの 競争力 を概観 した 後 ， 教 育の 歴 史 と現 状 ， 初 等・中等 の 数学

教育，特に ，新 しい 枠組み と して の 統 計教育に 焦点 を 当て ，質 の 高 い フ ィ ン ラ ン ドの 教育に つ

い て 考 察す る ．

2　 フ ィ ン ラ ン ドの 競争力

　 世 界最大 の 携 帯電話 ノ キ ア と フ ィ ン ラ ン ド入の リ
ー

ヌ ス ・トー ヴァ ル ス が 開発 した オ
ー

プ ン

ソ フ トウ ェ ア ・リナ ッ ク ス で 代表 され る よ うに ，人 1
．
1約 520 万 の 小 国フ ィ ン ラ ン ドは グ ロ

ーバ

ル な 情報 社 会 に お い て 科学技 術 が 国 の 経済 を 支 え て い る ．一一方で ，福祉 国 家 と し て ，杜 会 的不

平等 を現 す 指標 の ひ とつ で あ る最 富裕 層 20 ％ の 最 貧層 20 ％ に対 す る所 得比 率 3．6 （米 国 9．0 ，

先進諸 国 （日本 を含 む ＞5．8）が 示 す よ うに ，国 の 不 平等指数 は 低 い ［3］．科学 技術 に 支 え られ た

経済発 展 と福 祉国家 が両 立 して い る フ ィ ン ラ ン ドの 教 育は ，全 て の 国民 に無 償 で 平等 に 提供 さ

れ て い る ．そ し て その 教育 の 質 は 世界 的に も高 く評価 され て い る ，本 章で は ， 陸界競争力 の 指

標 を 用 い ，我 が 国 と の 比 較 に お い て 教 育 と ビ ジネ ス の 両面 か らフ ィ ン ラ ン ドの 特徴 を捉 える ．
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2。1PISA （Program 　for　lnternational　Student　Assessment ） の 結 果

　 「21 世 紀 に求 め られ る知識 を子 供 た ちが 身近 に感 じ，興 味 を持 っ て 楽 し く学 ぶ こ とが で きる

よ うに する 」 とい う理 念 の も とで 始 ま っ た OECD に よ る 学習到 達 度試験 PISA に お い て ．フ ィ

ン ラ ン ドは 目覚ま し い 教育成果 を あ げ，そ の 教育シ ス テ ム や 教育内容は我 が 国 の 多 く の 教育関

係者 か ら注 目されて い る．PISA2006 年調査 の 結 果 が 2007 年 12 月 に公 表 され た ，57 の 国 ・地

域 （OECD 加盟 30 力 国，非加 盟 4 力国 ）が参加 し ，義 務教 育修 了 段 階 の 15 歳 児 が持 っ て い る

知 識や 技能 を ， 実生 活 の さま ざま な 揚 面で 直面す る課題 に ど の 程 度活 用で き る か を，読解力 ，

数 学 リテ ラ シ ・一一，科学 リ テ ラ シ
ー

の 3 分野 で 調 査 が 行 わ れ た ．我 が 国の 高校 1 年 生 約 6000 人

、（約 120 万 人 と定義 し ，層 化 2 段 階抽 出法 で 無作 為 に抽 出） を含む 世 界の 約 40 万 人 の 生徒が

受 験 した．フ ィ ン ラ ン ドと我 が 国 の 結 果 を表 1 に ま とめ る ［4］．2000 年度 に数 学 リテ ラ シ ー と科

学 リテ ラシ
ー

で 1 位 と 2 位 で あ っ た我が 国 の 順 位 は ド降 し，
一

方 フ ィ ン ラ ン ドは全 て の 領域で

トッ プ ク ラ ス を維 持 し て い る．フ ィ ン ラ ン ドの 平等 をモ ッ ト
ー

と し た少人 数 ク ラ ス の 教育成果

は ， PISA の 下位 レ ベ ル （レ ベ ル 1 未満 と レ ベ ル 1） の 生徒の 割 合が い ずれ の 部 門に お い て も

非常 に少 な い 点 に 表れ て い る．科学 リテ ラ シ
ー

で 1 桁の 国は フ ィ ン ラ ン ドだ け で あ る ．数学 リ

テ ラ シ ーに お い て ， 1 位 の 台 湾の 下位 レ ベ ル の 割 合 （11．9％ （3．6％）），読解力 にお い て ， 1 位

の 韓国 の 下位 レ ベ ル の 割合 （5．7％ （1．4％）） と比 較 し て も非常に 少 ない ．ま た ， 教育 の 平等は

ヒ位層に 対す る教育が考慮 され な い と批判 され が ちで あ る が ，PISA の 結果 か らは そ の 批判 は

否定 され る．上位 レ ベ ル の 生徒 の 割合は 我 が 国 と比 較 し て ど の 分 野 で も多い ．

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 表 1．PISA2006 の 結果

　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　注 ） O 内 の 数字 は レ ベ ル 1 未 満 の 生 徒 の 割 合 を 示 す）

2．21MD （lnternational　lnstitute　fbr　Management 　Development ）国 際競争 力 ［51，［6［・［7亅

　 IMD は ， グ ロ
ーバ ル 企業 が 国際競争 力 を 維持 す る た め の ビジ ネ ス 環境 が どれ だ け整 っ て い る

か を は か り
， 世界競争カ ラ ン キ ン グ と し て 毎年公 表 し て い る．競 争力 は 4 分野 （経済の パ フ ォ

ー
マ ン ス （80 項 目）、政 府 の 効率性 （73 項 目）、ビジネ ス の 効率 性（70 項 目）、イ ン フ ラ （108 項 目、

うち 19 項 口 が 教 育） の 331 項 目 の 指 標 に も とつ い て 作 成 され る。各指標 は 、国 際機 関な ど の

統 計デ ー
タ を コ ア に 世界 の 経営者 、研 究者 へ の 意見聴 取 を付加 し て 求 め られ る ．フ ィ ン ラ ン ド

の 国 際競争力 ラ ン キ ン グ は 2003 年 の 3 位 か ら 2008 年 は 15 位 と ド降・し て い る が
， 我 が 国（2008

年 22 位 ）と比較す る と高い 競争 力 を維 持 して い る ．特 に フ ィ ン ラン ドの 教 育評価 は 高 く ， 例 え
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ば，各 国の ビ ジネ ス マ ン に対す る 自国の 大学 教育 に つ い て の ア ン ケ ー ト（6 殺 階 評価 ）結 果 を順位

化 した 「大学教 育 」 の ラン キ ン グ （2005 年 度）で は，全 60 か 国 ・地域 中，フ ィ ン ラ ン ドは 1 位 ，

日本 は 56 位 で あ っ た ．

　 ビ ジ ネ ス の 国際 競争力 に つ い て は ，WEF （阯界経 済 フ ォ
ー

ラ ム ）が 毎年公 表 し て い る世界 の

研 究者や経 営者 に よる 経済競 争力 を評価 した総合 競争 カ ラ ン キ ン グ （教育 の 評 価 を含む ） ［8］も

注 目 され て い る ．そ こ で もフ ィ ン ラ ン ド （6位 ）は 日本 （8位 → 9 位 ） よ り高い 競 争力 を示 して

い る （2007
− 2008 年度版），個別 の 評 価指標 と し て ，

IT 競争力 に お い て フ ィ ン ラ ン ド （6 位）

は 口木 （19 位）を大 き く引き 離 して い る ．ま た 教育の 質を表 す 教育 シ ス テ ム ，基礎 教育，高等

教 育そ し て 数 学 ・科学 教育 の い ずれ もフ ィ ン ラ ン ドは 1位 と高 く評価 され て い る （日本 は そ れ

ぞれ 31 位 ，27 位 ，23 位 ，33 位）．こ こ で 特筆 し て お き た い 指標 に 「男女平等 指数 」 が あ る．

対象 128 力 国中，フ ィ ン ラ ン ドは 3 位 （1 位 ス ウ ェ
ーデ ン ，2 位 ノ ル ウ ェ

ー，日本 91 位．2007

年度） で あ り，女性 の 高い 社 会参加 が 教 育・経 済 の 発展 に頁 献 し て い る と考え られ る．

3　 教育の 歴 史 と現状

3．1 大戦後の 教育

　 1972 年 に 6 ・3 制 を開始 し た フ ィ ン ラ ン ドの 教育 に つ い て ，今 H に至 るま で の 経緯 を 文献 【9］

よ り抜粋 して ま とめ る ，6・3 制で 始 ま っ た教育は ， グル ープ学習 ， 少 人 数教育 ， 個別 指導 ， 公

民 教育 ， 環境 教 育 の 徹底 で あ っ た ，そ れ らの 特 色 あ る 教育 は現在 も受 け継 がれ て い る ． 1979

年 に 就学前 教 育の 充実が 図 られ た ．1990 年初頭 の ソ連 の 崩壊 に 伴 い 、 フ ィ ン ラ ン ドは 輸出全 体

の 27 ％ を 占め る最 大 の 市場 を失い 、西 欧 が 不況 の 只 中に あ っ た こ と と重 な り，深 刻な 経済危機

に 陥 り，失 業 率 は 20 ％ に 達 した ．政府 は 経 済 の 安定成 長 の た め の 長期 的な 経 済政策 を と っ た ．

教育や研 究開発 へ の 投 資 を増 や した こ とは そ の 政策 の
一

つ で あ っ た ．教育や 研 究 開発 へ の 投資

は ， 結 果 として ， 現在 の 高 い 教 育水準 と最 高 レ ベ ル の 技術 を作 り出 し た と言 え よ う，2004 年度

の OECD が ま とめた各 国の 研 究開発 ，ソ フ トウ ェ ア ，高等教 育の 3 つ の 対 GDP 比 率 にお い て ，

フ ィ ン ラ ン ドの 比 率 は 世界 で ス ウ ェ
ーデン

， 米 国に続 い て 3 位 で あ る．我 が 国の 3 分野 の 投資

比 率 は 低 く，特 に 高等教 育 に対 す る投 資比 率 は OECD の 平均以 下 と際立 っ て 低い ［10］．

　 1990 年 代 に入 り EU 加 盟 準備 と して の 国際化促 進 の 観点 を踏ま え た 基 礎 3 年 か らの 英語教

育の 必 須化 （1990 年）， 学校 管 理 に つ い て の 国か ら地 方 自治 体 へ の 権利委譲 （1991 年），教科 書検

定の 全廃 と学校 長 へ の 権 限 の 委譲 （1993 年），学習 指導 要領 の 改定 （従来 の 10 分 の 1 の 量 ） に

よ る現 揚 教 師 の 裁 量 の 拡 大（1994 年）， な ど様 々 な改革が 行 われ た ，2004 年告 示 の 新学習 指導

要領 下で ，2006 年 に 基礎教 育を 6 ・3 制 か ら 9 年 制 へ と完全 移行 した ，

32 現教 育シ ス テ ム とそ の 特徴

（1）教 育シ ス テ ム

　 9 年 制 へ と移行 した 現 フ ィ ン ラ ン ドの 教育 シ ス テ ム は ，基礎教 育 ，後 期 中等 教育 と高等教 育

の 3 つ の レ ベ ル で構 成 され て い る ．学校 また は保 育園 で 1 年 間の 就 学 前教育 を受 け た 後 ，7 歳
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に 達 す る年 の 8 月 に 基礎 教育を ス タ
ー

トす る ．基 礎 教育は 9 年 間 （揚 合に よ っ て は 10 年 間）

の 義務教育で あ る．前半 の 6 年 間は ク ラ ス 担任 が ， 後半 の 3 年 間は 教科担 当が担 当す る ，義務

教育 を 終 了した 生徒は ， 高等 学校 か 職 業訓 練学校 を選 択 して 後 期中等 教育（3 年 間 が 目安 ．2−4

年 の 範囲）へ と進学す る ，進学 率は ， 高等学校 へ 54．5％ ， 職業 訓 練学校 へ 38．5％ と合わ せ て 93 ％

に達 し て い る （2005 年度〉．高等 学校 の 終 わ りに全 国統
一一

の 大学人 学資格試験 を受 けて 大 学 へ

と進 学す る ．職 業訓練学 校 に進 ん だ生徒は ， 自身 の 学習計画 に 基づ い て 会社で の 実務経験 な ど

の 必 須 と ， さま ざまな分 野 の プ ロ グラ ム か らの 白由選択科 団を選ん で 3 年 間を 目安 として 単位

を取得 す る．単位取得後 に資格認 定証書 が授 与 され る．高等 教育 は 大学 とポ リテ クニ ッ クが あ

り，大学 は研 究 を基礎 とす る教 育 に 焦 点を 当て ，学術的 な研 究 と指導 を 強調 し，ポ リテ ク ニ ッ

クは 労働市 場が 必 要 とす る仕事 に 関連 した 教 育，すな わ ち 実 用 を 目指 した教 育に焦 点 を 当 て て

い る．2 者 の 教 育は 明確 に 区別 され て い る ．大 学は学士 と修士 の 学位 を持 ち ，それぞれ 3 年 と

5・6 年で 修 了 で き る．ポ リテ ク ニ ッ ク の 学位は 3・5 年で 取得で き る ．い ずれ も大学院が 用意 さ

れ て い る ［11 ］．

（2）特徴

  教育機 会 の 平 等 （公 平 ） と教育 の 無償提供 　教 育は 年令，屠住 地 ， 経済状態 ， 性別 ， 母 語 な

どに 関わ らず 平等 （公 平） に無償 で提 供 されて い る ．基礎 教 育は 学力や経済状 態の 異 な る生徒

が 同 じ教室 で 同 じ教 育を受 ける ．さまざま な能 力 を持 つ 生徒 を
一
緒に教育す るこ とを可 能 と し

て い る 要 因は ，少 人数 ク ラ ス ，グ ル ープ学習や学力 の 低 い 生 徒 へ の 個別指 導な どの 導入 ，そ し

て 教師 の 質の 高 さ で あ る ．中学 3 年 の 始 め に 統
一

試 験 が実施 され る が ，それは 高校 へ の 入学試

験 で は な い ．生 徒は 自身 の 能力 を評 価 し，高校や 職業訓練学校 を 選 択 して 進学す る ，

  中心 と なる 地 方 自治体　学校 の 殆 ど は 国 と地 方 自治 に よ っ て 所 有 され て い る ．国 の 教 育は ，

教 育省 が全 体 の 責任 を負 い ， フ ィ ン ラ ン ド国 家教 育委員会 が 国 家カ リキ ュ ラ ム の 作成 と教育支

援 を行 い
，

6 つ に分 け た 地 方 自治体 が 中 心 的役割 を担 う［1上］．学校 の 運 営は ， 校長 ， 教師以外 に

PTA ，カ ウン セ ラー，地域 の 人で 構成 され る学校委 員会 に よ っ て 行われ ，教師 の 採 用に も 関わ

る ．父 兄 や地 域 の 人 が 学校教育に お い て 重 要 な役 割 を果 た し て い る ．

  9 年間 （揚合に よ り 10 年 間）の 基礎教 育 （義務教 育）の
一

元化　 9 年 制 へ の 完全 移行 に よ り

一
員 し た 教育 が 可 能 とな っ た ． また ， 落 ち こ ぼれ を防 ぐ手 立 て と し て 基礎 教 育の 10 学年 が 設

定 され て い る ．生 徒 は 10 年生 に な る こ と に 対 し て マ イ ナ ス イ メ ージ を持 っ て い な い ［9］．

  学習指導要領 の ス リ ム 化 に伴 う現揚教 師の 裁量の 拡大　国の 基 準 と し て 書か れ て い る内容

は最 小限 の もの で あ り，カ リキ ュ ラ ム は 現場教師 が作成 し，地域 の 教 育委 員会 と前述 の 学校 委

員 会が 評価 を す る ．教 科書 の 選 定 も教師 が行 う．教師 に 与 え られ て い る責任 は 教師 へ の 信頼 に

よ る もの で あ り，結果 と し て教 師 の モ チ ベ ー
シ ョ ン を 高 め て い る．

  少 人数教育 ・グル
ープ学習 ・個別指導 の 導入　 ク ラ ス は 20 人 前後 の 少 人数 ク ラ ス で編成 さ

れ て い る ．少 人 数 ク ラ ス に よ り学習 に 遅 れ た 生 徒 に 素 早 く対応 で き る ．そ の よ うな生徒 に は ，
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別 の 部屋 で ， ある い は放課後 に優れ た教師 に よ る補習（2・3 人 が 対象）が 行わ れ る ．こ の お ち こ ぼ

れ を作 らな い シ ス テ ム が ，
PISA の 結果 に表 れ て い る ，ま た グ ル

ー
プ 学習 の 導入 は ，優れ た 生

徒 の 積 極的 な理 解 の 出来 ない 生徒 へ の サポ ー
トを 生み ， 結果 と して ， 優 れ た 生 徒 を 育て て い る．

  教 師の 質　 1・6 年 の ク ラ ス 担任 とそれ 以 降 の 教科担 当は修 士 を取得 し，就学前 教 育 の 指 導者

は大学 また はポ リテ ク ニ ッ ク の 学位 を取 得 し て い る．教科担 当は 専門科 目 とサブ 科 R の 2 科 目

の 資格 を持 っ て い る ．高校卒業時に 高い 才能 を持 っ て い る生 徒 が教 師に な る た め の 学部 ，すな

わ ち 教 育学部 （現行動科 学部） に入 り，修士 を取得 し，高度な教育 実習 （7 週間 の 基礎 実習 と

5 週 間 の 高度 な教育実 習 ．高度な教 育実 習 で は ，1 週 問で 約 20 レ ッ ス ン を行 う） を経 て 教 師 に

な り， 自立 した 責任あ る立場 に よ り， 自己 評価 を通 し て 改善を行 い ，原則 と し て 生 涯 同 じ学校

で そ の 責任 を果 た す ， とい っ た シ ス テ ム が教師の 質を保証 して い る．

4． 数 学教育に お ける統計教 育 の 学習内容

　国 （フ ィ ン ラ ン ド教育委員会 ）が定め る基礎教 育の カ リキ ュ ラ ム 基準 ［121・　 131 は ， 学年毎で は

な く， 3 段 階 に 区切 られ て 示 されて い る，学年 を超 えた学習期 間 の 柔軟性 に よ り，教師や学校

は 地域や 学校 の 生徒 の 実情 に 合わせ た カ リ キ ュ ラ ム の 作成 が 可 能で あ る．米 国 （PreK ・2
， 3−5，

6−8，9 −12 の 4 段 階），イ ギ リス （キー ス テ ージ 1〜4（必須）とレ ベ ル 1〜9 （6 ま で 必須 ）），
オ ー

ス トラ リア （バ ウ ン ド 1〜4 と レ ベ ル 1〜6， 6＋ （必 須））， ニ ュ
ージ

ー
ラ ン ド （レ ベ ル 1〜 8 （6

ま で 必 須）），中国 （1〜3 年 ，4〜6 年 ，7〜9 年 ）な ども同様 に学習期 間の 柔軟性 を取 り入れ て

い る ．後期 中等の 数学教育は ，大 学 へ の 準備教 育と して 位 置づ け られ て い る．こ こ で は，単元

学習 が取 り入 れ られ て お り ， 生徒 は 必 須 と選択 に分 かれ て い る各 コ
ー

ス の 数 学 を選 ん で 卒業 ま

で に 必 要 な 単位 を取 得す る．カ リキ ュ ラ ム の 基 準 は非 常に簡単 な も の で あ り，実 際 の 学習内 容

は ， 教科書 の 選 定 を含め 教師が決定 ・実施す る．本 章で は特 に ，基礎 と後期 中等 の 数 学 にお け

る統計教育 に 焦点 をあて ， 国 が示 す コ ア カ リキ ュ ラ ム の 概要 と教科書 の 学 習内容 を概 観 し，そ

の 特徴 に つ い て 考察す る．学 習内容 は 日本 の 新 　　　　表 2 ・後 期中等 の 数学 コ
ー

ス

指 導要領 の 内容 との 比較 表 に ま とめ る（表 3・4＞．

4．1 コ ア カ リキ ュ ラム

　 基礎 教 育 の コ ア カ リキ ュ ラ ム は 5 つ の 領 域

　（「数 と計算」，「代 数」，「幾何 」，1・5 年 「測 定 」

ま た は 6・9 年 の 「関数 」，「統計 と確 率D 毎 に基

準 が示 され て い る．1統計 と確 率」は段 階ご とに

異 な る名 称 を用い ，1−2 年 「デ ー
タ処 理 と統計」，

3−5 年 「デ
ー

タ処 理 ，統計 と確 率」 6−9 年 「確率

と統計」 と記 述 され て い る ．

　 後期 中等教育 の コ ア カ リキ ュ ラ ム は， い わ ゆ る琿 工系 に進 学す る生 徒 α）た め の ロ ン グ コ
ー

ス

の 数学 ， 理 工 系 以 外 の 学 部 に 進 学す る 生 徒 の た め の シ ョ
ー ト コ ー ス の 数学 が 用 意 さ れ て い る ．

鑼 戀 ． 濺
撒

　 　 。雰　　　 早P匸 攤 灘 … 鑼 韈 綴

1　 関 数 と方程 式 1　 式 と方 程 式

2　 多項式 関数 2　 幾 何

3　幾何 3　 数学 モデ ル 1

4 　 解 析 幾何 4　 数学 的解 析

5　 ベ ク トル 5　統計 と確寧必

須 6　 確 率 と統 計 6　 数学 的モ デ ル 1

7　 微 分

8　 無理 関数 と対数 関数

9　 三 角 関 数 と数列

10　 積分

11　 数諭 と論 理 7　 商 業数 学
選

択
12　 数 と代 数的 方法 8　 数 学 的モ デ ル 皿

13　 発 展 的 な微 分
・積 分
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ロ ン グ コ
ー

ス の 数学 に は ， 10 コ
ー

ス の 必 須 と 3 コ
ー

ス の 選 択が あ る．シ ョ
ー トコ

ー
ス の 数 学 に

は ，
6 コ

ー
ス の 必 須 と 2 コ ー

ス の 選 択 が あ る 俵 2）．い ず れ の コ ー
ス に お い て も 「統 計 と確率」

は 必 須で あ る．1 年 5 学期 （1 学期 ： 2 ヶ 月）の 中で ，各学期 の 時間割 を見 て 自分で選 択 して 単位

を とる．なお ，
ロ ン グ コ

ー
ス か ら シ ョ

ー
トコ

ー ス に 変更す る場合 の 単位認 定 科 目 に つ い て も 記

述 され て い る．各 コ
ー

ス 全体の 指導 目標 と学習 内容 が 箇条書き で 示 され て い る が ， 特 に シ ョ
ー

ト コ
ー

ス の 目標 と し て ，「目 常生活 や社会 的 な活 動 に お い て 数学 を利用で き る 」 ，
「経験的，探求

的，発 見的な学習」，「将 来 の 学習 の た め の 基盤 を作 る数 学的 な技 能 ，知識 や 能力 の 獲 得」，「道

具 と し て の 数学 」 な ど の キー ワ ー ドや 「数 学 的な 表現 で メデ ィ ア に よ っ て 提 供 され た 情報 を受

容 し ，分析 し，その 信 憑性 を評 価す る習慣 を身 に つ け る 」，「文化 の 発 展 にお い て 数学 の 重 要性

を実感 す る」［16 ］な どが 記述 され ，将来 の 学習 と実生 活で 役 立 つ 数学 とい う点が 強調 され て い る ．

4，2 教科書 の 学習内容

　 基礎 教 育 1−6 年 の 教科 書 ［14］ は 各学年 AIB の 2 冊 （全 12 冊） で 構成 され て い る ．「統計 と確

率 」が 独 立 した 単元 （「デー
タ処 理 と統 計 」）と して扱 われ る の は 5 年後 半 の 教科書（5B）（全 168p

中 30p ）だ け で ，そ こ で は 現実デ ー
タ を用 い た様 々 な統計 グラ フ を 用 い て 領域 「数 と計算」 の

学習や ， デー
タ の 中心 を表 す指標 と広 が り の 指標 に つ い て 学習す る と同時に ，ベ ン 図 を使 っ た

集合 ，樹 形図 を使 っ た 場合 分 け ，可 能 ，不 可 能，確 実 の 概念の 理 解 と簡単な 確率 の 計算 とい っ

た 確率 の 導入 が 行わ れ て い る ．そ れ 以 外 の 各 学年 の 教科書で は ，「数 と計算」や 「測定 」 の 学習

単元 の 中で 合計約 120 の グ ラ フ ・図 が 活 用 され て い る ．基 礎教育 7 − 9 年 の 教科 書 f15］は，

Laskutaito 　7 （図 と数学 ・平 面幾何 ・数 列 と方 程式 ），　 Laskutaito 　8 （百 分率 とべ き乗 ・代数 ・

3 角形 と円），Laskutaito 　9 （立 体幾 何 ・関数 ・連 立方 程 式）と Laskutaito 　X （統計処 理 と解 釈 ・

統 計量 ・確 率） の 4 冊で 構 成 されて い る （注．全 て CD −ROM 付 ）（表 3 参 照）．

　 後期 中等 教 育の シ ョ
ー トコ ース 用 の 教 科書 の 学習内容 を表 4 に ま とめ る 。 Plン グ コ ー

ス は ，

こ れ らの 内容 を含 み，さ らに確率分 布 の 期待値や 確率 の 計算 に つ い て 詳細 に学習 す る 。

4．3 数 学教育 の 特徴 ・ 統 計基礎 教育の 特徴

（1） 数 学教 育の 特徴

  　基礎 教育に お ける徹底 し たス パ イ ラ ル 教育の 導入 　各 タ
ーム の 第 1 週 は復習に割 り当 て ら

れ ，徹底 し た ス パ イ ラル 教 育 が導入 され て い る （1 年 ： 5 タ
ーム ，1 タ

ーム ； 7 週）．複数 の 教

師 の 下 で 繰 り返 し 学習す る こ と の 効 果 が 期待 で き る ．

  　数学教育にお け る 「統計 と確率」 の 位 置 づ け　国が 定 め る基 準 にお い て ，基 礎教 育の 数 学

カ リキ ュ ラム は 「統 計 と確 率j を学習領域 の 1 つ と して位置づ け て い る．ま た後 期 巾等教育に

お い て も，い わ ゆ る 文系 と 理 系 の い ずれ の コ
ー

ス の 数学 に お い て も必 須 で あ り ， した が っ て ，

大 学 へ 進 む 全 て の 生 徒 は ，大 学進 学前 に 「統 計 と確 率」 の 基礎 学習が 終 っ て い る こ とに なる ．

  後 期 中等教 育 （高校 2・3 年生 に 相当）に お け る数学の 重視 全 て の 高校生 が
，

ロ ン グ コ
ー

ス の 数 学 （理 工 系 に進 学す る生 徒対象） と シ ョ
ー

ト コ
ー

ス の 数 学の い ず れ か を学習す る．シ
ー
s
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一 トコ ー
ス で は ， 6 コ

ー
ス の 数学を異な る教科書で 学ぶ ，た とえ ぼ，「統計 と確 率」 の 教科 書は

Ei　71199 ペ ージか らな る，い わ ゆ る文 系 へ 進 む 生 徒 の た め の 数学は 我 が 国 よ り充実 し て い る ．

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　 表 3 基礎教 育の 学習 内容
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  　特に 優
れ
ている 生徒は高校 3 年 で 大

学
の数 学 科目 の 履修 溺可 能 　高 等 学 校 に よ

っ て は 数 学

ス ペ シャ ルク ラス が設 置 され てい る．そこ で は 入 学 試 験 によ り 選抜され た生 徒 が人 る．特に 優

黷 ｽ 生 徒は 高校3 年 で 大 学 の 数学 を 履修で き ，入 学 後の 単 位 と な る ． （ 2 ）統 計 基礎 教 育

特徴   　基 礎 教 育 1 − 6 年 の学習法 　 基礎教 育1 − 6 年 の 「 統 計 と確率 」の 学習 法に おい

， 他 の数 学 の 学 習 の中 で 統 計 グ ラフを 活用する 学 習 法 は フ ィン ラ ンドの 統 計 教育 の 特 徴 で

る ．「統計 と 確 率 」 は， 数 を表現して説 明 す る
た

め ， ある いは 他 の 数 学 の理 解 の た め の 道

として， また ，境 実社会を 投 影 する もの， す なわ ち数 学 が 理 実 社

と結び つ いてい る ことを生徒に体 験させ るた め の 有効 な 手 段と し て扱わ れて いる ． 一方 ，

計 教育の 側 面と して は ， 初 期 の 段階で グラ フ に 慣 れ，次 の 段 階で グ ラ フ表 現 の意 味 や 統

の パ ラ メー タ の 表す 意 味に つ い て 学 習 し， 同 時に 占 典的 確 率 と 統 計

確 率 を体 験する ，と

う 学 習 の 流
れ

と な っ て いる．   　統 計と 確 率 の学 習時期 　基 礎 1年 か ら 後期中 等 ま で全 て の生

が
「統計

と

率」の
学
習を 行 う ． 但 し 「 確率 」 に つ い て は，基礎 5 年 で 始 め
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の 学習 に 有効 で あ るだ け で は な く，入学試 験 で の 有効利用 も考え られ る ．

5．　 ま とめ

福 祉 国家 フ ィ ン ラ ン ドは ， 国の 教育政策 に

支 え られ て 生 み 出 され た教師 の 質 の 高 さが 教

育の 質 を支 え，そ の 結果 が ビジ ネ ス の 成 功 に

繋が っ て い る と い う因果関係 を捉 え る こ とが

で きた ．フ ィ ン ラ ン ドの 数学教育の 中で 「統

計 と確 率 i が確 実 に位 置づ け られ ，グ ラ フ 活

用 の 特徴 あ る教育 法 な ど， さま ざま な数 学教

育 と数 学の 中の 統計教育の 特 徴を見 る こ とが

出来た ．詳細 な教師教 育に つ い て は紙 面の 都

合で 省略 した ．
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